


　テレビやラジオ・新聞のメディア情報など、様々な方法で情報を得ることができます。しか
し、実際災害が発生した場合すべての情報源が円滑に機能しているとは限りません。
　緊急時に円滑に情報を得られるよう、複数の情報源を確認するようにしましょう。

　私たちの住む三ヶ組地区は、南側の山部に土砂災害警戒区域・特別警戒区域が多く指定されて
いるため、降雨量が多い時は早めの避難が必要です。台風や豪雨時などには池や水路から水があ
ふれることもあり、雨の状況には十分な注意が必要な地域と言えます。
　近年の大型台風や突発・局所的な豪雨による土砂災害などの風水害の発生に備え、村から避難
情報が発表される前でも地域の状況を判断し、自主避難ルールにしたがって行動してください。



　がけ崩れや土石流、地すべりが発生した場合、被害を受ける恐れのある区域について県が土砂
災害(特別)警戒区域として指定しています。
　該当地区にお住まいの方は、大雨時には警戒避難が必要となる可能性があるため、避難場所の
確認や避難経路の確認など、日頃からの備えが必要です。

※傾斜度が30度以上である土地が
　崩壊する自然現象

※山腹が崩壊して生じた土石等又は
　渓流の土石等が水と一体となって
　流下する自然現象

※土地の一部が地下水等に起因して
　滑る自然現象。またはこれに伴って
　移動する自然現象

※国土交通省「土砂災害の前兆現象の例」を引用・編集





（m）

　大雨・洪水時の村指定避難所は、西洗馬防災センターです。
避難の際には、各班長に連絡するとともに、避難したことを示すために「タオル」を玄関付近に縛り
つけて下さい。
　また夜間などで避難することが困難な場合は、無理な避難行動はとらないで自宅を含めて、がけや
沢から離れたできるだけ丈夫な建物などの２階以上へ避難して下さい。自宅や自宅付近の最も安全な
場所へ避難して下さい。

指定避難所の西洗馬防災センターが開設された後、直ちに班長を中心に高齢者などを避難所に
搬送する。

一時集合場所となっている三ヶ組公会所へ集合し、各班ごとに点呼確認ののち、避難ルートを通って
西洗馬防災センターへ避難する。

突発的な豪雨や逃げ遅れて避難が困難な場合は移動距離を短くすることを考え、自宅を含めて、
がけや沢から離れたできるだけ丈夫な建物の２階以上へ避難して下さい。
自宅や自宅付近の最も安全な場所へ避難して下さい。



土砂災害警戒区域
※土砂災害等が発生した場合に、住民等の生命・身体に
　危害が生じるおそれがあると認められる区域

※土砂災害等が発生した場合に、建築物および住民等の
　生命・身体に著しい危害が生ずるおそれがあると、
　認められる区域

(急傾斜地の崩壊) (土石流)

土砂災害特別警戒区域

（m）
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